
土地分類図（国土調査）と防災

国土庁土地局国上調衣課専門調査官　　　　　 宮　 北　 順　 一

前国土庁土地局国土調査課専門調査官

（現農林水産省構造改善局計画部資源課地質官） 籾　 倉　 克　 幹

１。はじめに

わが国は，面積約37 万７千平方キロメート

ルの限られた国土に，１億２千万人もの多く

の人々が生活や生産活動を営んでいる。しか

も，国上面積のうち，いわゆる可住地といわ

れる低平地や台地は，25 パーセント程度に過

ぎない。近年の人口増加や産業の発展は結米

として，生活や生産活動の場の人工的拡大を

要請してきている。

国土面積の狭さに加えて，わが国は地震，

火山，台風，集中豪雨，地すべり，崖崩れな

ど多種 多様な自然現象に見舞われ易い条件下

にあり,世界有数の災害多発国となっている。

わが国に見られる多くの自然現象そのもの

は， わが国がおかれた地球科学的な宿命であ

るが，その自然現象に伴なう災害の多発は，

土地利用地域が自然現象に対して脆弱な土地

へ次第に拡大してきていることとも，少なか

らず関係しているといえる。

以上のような実情に鑑み, われわれが今後，

災害に兄舞われない健康で文化的な生活基盤

としての国土を確保してゆくためには，地域

の自然的，社会的，経済的および文化的な条

件に配慮しながら，国土のより高度な，そし

て合理的な利用を図ってゆくことが極めて重

要である。

２。土地分類調査（国土調査）の概要

国土庁では，このような課題に対応するため

に，「国土の実態を科学的かつ総合的に調査

し，国土の開発，保全並びに高度利用に資す

る」（国土調査法；昭和26年）ことを目的とし

た国土調査を実施している。

土地分類調査は，地籍調査，水調査などと

ともに国土調査の３本柱の一つを構成するも

のである。この調査は，土地をその利用の可

能性によって分類・評価するために，土地利

用の現況，地形・表層地質・土壌などの主要

な自然的要素，災害の履歴，土地の生産力等

を調査するもので，その成果は地図とその説

明書にまとめている。

国土庁が経済企画庁時代から引き続き実施

してきた（調査を完了したものを含む）土地

分類調査は，表１に示すとおりである。

これらの上地分類諸訓査のうち，縮尺５万

分の１土地分類基本調査（表１の� とI�）で
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表 １　 土地 分類 諸 調査 の概要

Ｉ　縮尺20万分の１　　�　 縮尺5万分の1土地　�　 縮尺５万分の１土地　�　 土地分類細部調査　　ｖ　縮尺20万分の １　　　�　 縮尺５万分の１

土地分類基本調査　　　 分顛基本調査（国）　　 分類基本調査（悟道　　　　　　　　　　　　　　　 土地保全基本調査　　　　 土地保全基本調査

府県）

調査機関　国 （都道府県に委託）　国（試験研究機関等）　都道府県　　　　　　　　 市町村等　　　　　　　　 国（一部都道府県に委託） 国（一部民間団体に請負）

昌 即 ）　
縮尺20万分の１　　　　 縮尺５万分の １　　　　 縮尺５万分の１　　　

゛ 昌 四 謡
－　

昌 仏 乱　　 昌 謡 レ

調査成果　・地形分 類図　　　　　 ・地形分類図　　　　　 ・地形分類図　　　　　　 ・土地利用現況図　　　　 ・自然環境条件図　　　　 ・自然条件図

・表層地質図　　　　　 ・表層地質図　　　　　 ・表層地質図　　　　　　 ・土地条件区分図　　　　 ・土地利用・植生現況図　・保全すべき自然作用図

・土壌図　　　　　　　　・土壌図　　　　　　　　・土壌図　　　　　　　　　 （地形・表層地質・土　・災害履歴図　　　　　　　・保護すべき自然・文化

・土地利 用可能性分級　　一以上 多色刷本図一　　 ―以上 多色刷本図 一　　　　 壌等）　　　　　　　 ・土地保全関保法令指定　　 財等分布図

図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・土地保全図　　　　　　　 図　　　　　　　　　　　・土地保全基本図

一以上 多色刷本図一　・傾斜区分図　　　　　 ・土地利用現況図　　　　 ・土地生産力区分図　　　 ・土地利用・保全 等助向

・水系・谷密度図　　　 ・傾斜区 分図＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図　　　　　　　　　　　・附属説明書

・ 傾斜区分図　　　　　　 一以上単色オーバレ　・起伏量図＊　　　　　　 ・附属説明書　　　　　　 ・土地保全基本図

・土壌生産力等級区分　　　 イ図一　　　　　　　・水系・谷密度図＊　　　　　　　　　　　　　　　　 ・その他　　　　　　　　 （注） 災害類型により成

図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・土壌生産力区分図＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 果図は 多少異なる。

・起伏量谷密度図　　　 ・附属説明書　　　　　 ・利水現況図＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・附属説明 書

‐ 以上単 色オーバレ　　　　　　　　　　　　　・防災l々 l＊

イ図一　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一以上 単色オーバレ イ

図一

・附属説明書

川附属 説明書

（注）＊は必要に応じて

付加

調査尖 績　都道府県単位で全国土　国土地理院発行５万分　国土地理院発行５万分の　　 約3,400k�　　　　　　 千葉県， 鹿児島県，奈良　 仙台市地域，長野市西方

を完了　　　　　　　　 の１地形図を基図 とし　１地形図を基図 として，　　　　　　　　　　　　　 県，広島県，新 潟県，大　地域，長崎地域，私�卜

（61年 度　　　内地　46図幅　　　 て， モデル51地域，約　　約196,000k�を実施済　　　　　　　　　　　　　　 阪府，愛媛県，宮城県，　能代地域,御岳南麓地域，

末現在）　　　 北海道8 図幅　　　21,000�fを完了　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 静岡県， 岩手県,埼玉県， 三宅島地域，有珠地域

（計）5･1図幅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 和歌山県， 佐賀県，島根　　　　　 （以上 ７地域）

県， 福岡県，長崎県

（以上16府県）

讐 ｒ　
昭和42～53　　　　　　 昭和27～49　　　　　　　 昭 和45～　　　　　　　　 昭和33～　　　　　　　　 昭和52～　　　　　　　　　昭和56 ～



表 ２　都 道府 県土 地分類 図（1 : 50.000 ）

昭和62年３月末時点の調査済,出版済一覧表
01　 北 庵 道 浜頓別．士別，中標津 城内．や,庭．白老．江差 以1一津 ぺて騨正主休はsI

g
竹県名　

調査主体　　　
国　　　　　　　　　　　　　　　 部　　　　　　 府　　　　　　 県

li 's02　 胃　　 森 八戸　　　　 Ｕ Ｊr 横浜，iF 心,.．尻尾崎．大畑，人湊,1. 弘前，黒1173，二沢.. 宵森西部.J，肖森東部.,．油�1...浅虫.,.

03　 岩　　 予 雫石．水沢　 元木，外山，土励，遠野， 人館.．随中人外．一戸．早池峰山，葛巻．大迫.,. 陸中閥．門． 人111.川井 ．宮占･�
ヶ崎，I,` ;?t，� 老．大原，盛73･.荒嵐 沼曹内.llM　 千厩･， 人tn ・ yi露ヶ岳.. 久ｇ ，叶�． 釜石，ｉ!Ｒ，
４ � り 海j 慢 臨?･ ｉ ＪＷ: lt １,:jl｀ 範 ‘゙ シ1‘ ゛1 二゙ "

４
°に ゛･' “

“゙11jl' 
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01　 富　　 城 仙台　　　( 千厩)7,. 吉岡．松鳥7,. 占11に，石也・寄磯・金華山｡x.y�kl. 白石.,． 若柳．・一関...111 崎 りIJiふ...
一 一

〇5　秋　　 川　弛Hj　　　　 翻 卜 球 志,? � グ ａ か ４ 卜 設 な ぱ ｙ' 大曲,7. 浅舞7,. 刈羽野．湯沢. ．本荘s. 矢鳥..

06　 山　　 形 湯殿山　　　 酒田，餌岡7｡ 新庄，尾化沢7｡ 陥岡..，山形..l，上 ノ山，・亦湯.l，荒砥.． 米沢・関..s. 左沢.

07　 福　　 鳥 郡山　　　　 堵苗･代湖.．若松,J. 喜 多方,.，磐帰山77，� 鳥7｡ 宮Ｆy｡，針生g，糸沢,l，福鳥.2，二本松sl，哨買川,4，帰禽,s，托
沼.a

08　 茨　　 城 水戸　　　　 野田･7,. 石岡.． 真喰.l. 土浦1,. 玉造.．水海道,.1. 小山．・古刈.u

09　 助　　 木 宇都富　　　 壬生... 矢阪.． 小山．・古河，・深谷.. ．栃木s

�　 群　　 馬 的鵠

�　 崎　　 １ 寄居　　　　 詔:1･ ば
茜
Ｊ ｙ Ｊ ｈ ｚ 卜 万場.・卜石峠.. ，三昧.・金瞬山.，高崎･深 谷7｡ 古河..( 野剛)7｡ 氷

12　 千　　 粟　 八日市場･　　 館山ｱ.．町川71， 郎古.． 上 大庫・舛浦7，茂原. ，人多貰 ．高il!. 東金・木戸 ．柿崎・木 便1津,..( 野田)．Ｆ裏,.． 佐介,.，吹川.,. 竜ヶ11 、・佐･訊．・ｉ 来... 銚子...i 京東南
ａ

・(東京東北
ａ).,

．４１ｈ１４ ．．

�　 東　　 京 青梅･

14　 神 奈 川 藤沢　　　　 横竹賀・三崎.,．小川原．・為海．・御殿鳩－

15　 新　　 叫 長岡　　　　 中条.，新見� ．新刈,2. 内野・弥彦. ，新1ｙ｡. 三条. ，小千谷.，1 一日町.,. 峠崎,.. 高日東部.． 高� 西部.．糸
魚川.. 加茂．津l↓I.s，松之山以泉s

16　 寓　　 山　 石動･　　　 八16｡，lia 石． 城端.. ，魚津.. 富山.. 永見．・虻ヶ鳥.. ，二|同j・泊...

17　 石　　 川　金沢　　　　 水見.,1，(峨増)..2. 七Ic ‥j 口ヽ瀬li・虻ヶ鳥...･l 幡.．小松,s

18　 曝　　 片 椙井　　　　 三国｡x，梅漬・鯖江.,．敦賀・竹生鳥... 竹波・今庄,s，大９ 寺..．

19　 山　　 梨 鰍沢　　　　 高士山...，山中湖．・毒野,.1，甲町.. 御法界仙峡.．韮崎・市野洲.. 都留.．

20　 畏　　 升 飯田．艮野

21　 岐　　 Ｑ，美直加茂　　 大垣｡l. 岐 亭,.4，彦根東部．・泣鳥．・桑名... 明ｗ．・峨羽．べ凧戸4 ，

22　 峰　　 岡 磐� ・掛塚　 浜松l. 掛川・御的崎7.. 静岡 ヽ住吉,3. 清水 ，吉原・駒越　 沼津,ｱ．御殿鳩.，富十宮7,. 修袴寺s，寒山.1， 卜
n卜 柘７ 元島.，伊東；ｓ 取.．熱海. ，･Iヽ旧 砥..,. 天老.,il 鳶．・三河大野．，田口.．

23　 愛　　 知 豊剛　　　　　 競 川? 加 Ｊ な
） 謁

妨"･ 足助7.. 畷口･ 佐久間,.，瀬戸.，岐阜..x、豊撲･ 出原.， 桑名・名占屋爾陥.,.

24　 三　　 重 四 口市

25　 滋　　 買　 艇浜'　　 彦根西部.1. 近江八幡,1. 京都東北那･，(京都東南部). ．北小松..,. 水口／ 上野.,s. 彦眼東部.,.

26　 京　　 都 京都内南部･　S; 都a が ≒ﾋ ぶぼ 東jl? ご 余良
‘`

上野
｀'2°

水11
‘ ゛

京間東南郎‘{京都東北部}"
｀

園部 心 眼
｀̈

皿部
“'

円｀'

27　 大　　 阪　　　　　　r6 崎・岸川田・(111歌山)．・(扮河).,4.大阪東北部.・大阪内北郎.77、大阪東南部ご 大阪西南部,7,. 広眠．・問部..

28　 兵　　 庫 龍野　　　　 篠山l｡ 洲本・明 石・須鷹.x.山良・鳴門海峡.3. 三�1.. 北条｡s， 生升.

29　 余　　 良　　　　　　 桜拝,x. 奈良／ 人阪東南郎／ 大阪東北陥.. ，吉野山,.. 上野．・乙張.,s. 山上ヶ岳,.

30　 和 歌 山　 五条･　　　　 課 ４ ｊ ‘‰ 迂 ざ 偏 徽 づ| （ “1゛.' 新宮・阿旧和,.，高野山... 卵ｗ・串本u. 周事兇・江住・�

31　 鳥　　 取 米子゛　　　　ｒ､' 召 � ？ 臨 駆 詐 ザ' ｀ ”i 部,1. 浜坂.. 若桜り1 岡.,.. 湯本／ 限雨.7,. 奥津.，ｗｓ ．.．坂

32　 鳥　　 恨　　　　　　 今市・悉曇,j， 大社．松,r･,.益�・飯浦.， 日原･!『1佐４ ，江沖・瓜Ill｡. 温象津， 川本・大朝,77，木次．横川．・
眼雨 ，(汁田)． 石見大lil ・火川,.．境港・笑保関，西蔵,.．三瓶山.. 赤名，・上布野．・八爪． 頓原．・多里...
木部聾. ．三段政..

33　 岡　　 山 津山西部　　　 認ﾝｲ ｔ ま 慢li. 陪 ご ％ ♂! 噸t｡ 替 だ プ 叫 ｒ 款 こ."1 ゛ ゛州赤穂,. ，周匝･( 上

34　 広　　 島 三次　　　　 驚ijtj. 庄原. ，大竹･．亡鳥．津川‰，乃笑.．府中,.．廉島,..16 道･( 土生)..1. 可部s,. 竹原.. 呉.. 福山.・

35　 山　　 口 防府　　　　 診 ﾊﾞ糾 ｒ
雀

農･ ∠ 望 ｒ Ｊ ‰ 諸 瓢 で 諭UI 醤
．
醤J 箆 ｊ ａ ｔi; 漂'. ゛

36　 把　　 鳥 川島　　　　 池田･,i，(観音寺) ，(Ｒ本り)，．(高巨痢部),..甲浦7､.(脇町). ．日和佐.．阿波富岡.．桜谷..．剣山.. 雲早山,2.
川口.. 北･II｡,.4yl 海峡... 嘉鳥..

37　 喬　　 川　 九亀　　　( 池田)，観奇寺･. ，三本膝≒ ．商松南部゛7..酉大寺／ 高松・草り.・寒露渓.．(玉野)7.. 寄鳥・仁尾,.．Ｑ町‘,.

38　 愛　　 峨 西条　　　　 ぽ ぷＵ: 誹･ ♂ 似･!j1･･, ｒt 泌. ９ ＆ ｓ� ヵ ご| � 温2 姦 恭 か ．なで 部.．三;掌浜．

三津．べ ‰.S? 田). ，ぼ 土居t ， 石鎚山.,．伊f 三鳥..

39 1 高 知 高細　　　　 話 讐 � ご 望, 献 見 哨 Ｊ 嘉 こl 温 が 昌liJ.( 認 蔽 謝? ｈ.( 器 ど, 算 ご 頂 り

比£

40　!il　　 岡　　　　　　 行暖・長島，(中津) ．．小倉，化藤手･71.折尾，直方,2，脊賑山.，�･木‰．久留米. ．太宰府,x. 神漬．津!£崎．
福岡u. 的原・玄界鳶

今･･　
，'i坪.,s.日I亀 ・人方ヶ缶.u

41　 幡　　 貿 佐賀･　　　 氏雄.．呼 子・唐津‘.(st 岐),.. 伊万甲7s. 鹿鳥,.. 脊振山･,7，浜崎. ，(廿木)g

42　 畏　　 崎 陳？･　　　　 大廿，艮崎．肥前小浜7､. 唐;零，･F戸．佐世保．佐世保南郎r,. ？･岐･．紳浦，野母崎,s. 尻尼.･島原，口沖.･ 三角.．|
生月・恋 々峡7,. 特本.． 三井豪・福江･ 富江- 王之痢s. 漁「11浦．有川，佐111.男鳥及女鳥..･｣ ヽf良貨鳥． 立串.li!
前が鳥．肥前江ノ島.． 厳原・卜{心s. 三眠・佐'ｎ奈..

43　 ．　 本 熊本　　　( ａ). ，£4｡ ，凶地... 菊胤. 人占.， 御船. ．砥川,.. へ代..　】|奈久・教良木..．

｢I〃fl41　 大　　 分 字佐　　　　 中津･. ．(掻藤与)，ａ.',1.別府.． 久住．昏岡,1. 犬飼.．皿川，姫鳥.，?71皿杵築r4. 竹用.. ，大分･佐賀Ｍ.. 臼
杵・１ 戸鳥7.. 日川.7..lリF､ ．

45　 宮　　 崎 宮崎　　　　 都城‰ ．(心布心). ．野1心,． 妻・鳥鍋.,． 都農.
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０ 　２県以上にまたがる園幅で別途県でリストア･yプ　　 数字は左記Ｍ幅の出板西啀年度



は，国土地理院発行の縮尺５万分の１地形図

を基図とした地形分類図，表層地質図，土壌

図，土地利用現況図，傾斜区分図等の図面と

その解説書を作成しており，その縮尺や内容

から他の土地分類諸調査の基準として機能す

るとともに，広域的な土地利用計画・防災計

画等を図るうえでの基礎資料として活用され

ることを期待しており，出版済図幅について

は大いに活用されている。しかし，この調査

は全国±37万平方キロのうち22万平方キロし

か調査が進んでおらず，この縮尺精度での全

国土完了には今後十数年もしくはそれ以上の

歳月を必要としていてユーザーの方がたに不

便をお掛けしている（表２参照）。

縮尺20万分の１土地分類基本調査（表１の

Ｉ）は日本経済が高度成長した時代の土地開

発にまつわるデベロッパーを中心とした土地

分類調査成果のユーザーの要錆にこたえて昭

和53年度までの10年間に全国土を対象に概括

的に調査し，取りまとめたものである。この

調査成果は，20万分の１という粗い精度のも

のではあるが，全国同一レベルで同一凡例，

同一基準で地形分類，表層地質，土壌等の情

報が整備されているという点でいまでも各方

面から盛んに利用され，活用されている。

また，土地分類細部調査（表１の�）は，

一筆または街区等の一定区域ごとに土地利用

現況，土地条件，土地保全，土地生産力等を

調査し，その成果を縮尺２千５百～１万分の

１の大縮尺の地図とその説明書にまとめるも

ので,その成果は,市町村等の開発振興計画･

防災計画等，小地域の土地利用計画や土地保

全計画策定のための基礎資料として活用され

ている。

一方，土地保全基本調査（表１のＶと� ）

－10

は，縮尺５万分の１土地分類基本調査等の成

果を踏まえながら，土地の保全と適性利用を

図る上で必要な基本情報を整備するための調

査である。縮尺20万分の１土地保全基本調査

では，こ れらの情報を都道府県単位で全国網

羅的に，実地保全図（自熱環境条件図，災害

履歴図等）とその説明書にとりまとめている。

又縮尺５万分の１土地保全基本調査では，各

種災害（地震災害，水害，地すべり災害等）

の類型ごとにモデル地域を設定し，それぞれ

の土地が潜在的にもっている災害に対する脆

弱性を判定するための基礎資料を整備してき

ている。

これらの土地分類諸調査の成果（表１の�

を除く）は，中央官庁土地関係部局，都道府

県国土調査担当課，国会図書館等主要図書館

などに配備されており，閲覧することができ

る。土地分類細部調査（表１の� ）の成果は，

原則として印刷刊行されていないが，事業主

体である市町村の国土調査担当課に原本が保

管されている。

３。土地分類調査成果の数値情報化

国土庁では，縮尺20万分の１土地分類基本

調査（表１のＩ）の成果を，行政管理庁の1

� ×1km メッシュごとの数値情報（”アイラン

ド”情報）として保管しており，マクロ的情

報として活用されている。

一方，近年の著しいコンピュータ技術の発

展は，従来の地図情報（アナログ情報）をよ

り詳細な数値情報（ディジタル情報）として

取り扱うとともに，コンピュータによる図化

（コンピュータマッピング）を可能にした。

土地分類調査についても，昭和60年度前後

頃から，成果の数値情報化とコンピュータマ



ツピングを試みてきている。主として，スキ

ャナーを使って，土地分類調査成果図（製図

段階までのもの）の属性を読みとり，それを

数値情報として磁気テープ等に記憶させると

いう方式である。情報は，0.1� ピッチで読み

取り，順次記憶されている。したがって，例

えば縮尺50,000 分の１土地分類図でこの方法

をとれば，5nl 間隔で情報が入力されること

になるo

この方法では，

� 膨大なデータを磁気テープ等にゴンバク

トに保管でき，

� 記憶された属性ごとに色の情報を与える

ことによって，従来作成しているような多

色刷の地図としてアウトプットしたり，

� 同一属性ごとに面積を集計したりするこ

とができる

ばかりでなく，

� コンピュータの中で，数値情報をコンパ

イルしたり多種類の数値情報を重ね合わせ

たりして，新たな数値情報としたり，

� それらを多色刷の地図としてアウトプッ

トすることができる

等多くの利点をもっている。

土地分類図にはオーバレ イ図（トレーシン

グペーパーに墨で単色印刷したもの）が含ま

れている。これを他の多色刷図と重ね合わせ

ることによって，異なる情報（例えば，地形

と地質，地質と土壌，地形と土地利用現況な

ど）を重ねて読み取ろうというものである。

オーバレ イ図に も意図されている様に，土地

分類調査成果利活用の最終的な目標は，土地

に関する諸情報を重ね合わせて土地を総合的

に分級評価し，それを各種の土地利用計画・

防災計画等の基礎資料として役立てることに

ー

ある。土地分類調査成果の数値情報化は。よ

り多くの情報を迅速かつ正確に重ね合わせた

分級評価を可能にするものである。

４。土地分類調査と防災

冒頭で触れたように， わが国は，多種多様

な自然現象に見舞われ易い条件下にあり，世

界有数の災害多発国となっている。この様な

自然現象やそれに伴う災害の発生は，自然条

件と密接に関係しているものであることか

ら，われわれは常日頃から，土地のもつ地形，

地質。土壌等の自然条件や土地利用現況等を

総合的に把握しながら，防災的に好 ましい土

地利用を図ってゆくこ とが極めて重要であ

る。

土地分類諸調査は，土地のもつ基本情報を

科学的かつ総合的に把握してゆく調査であ

り，このうち土地保全基本調査では更に，国

土の保全や防災に関する基本情報をも整備し

てきている。

土地分類諸調査の今後の推進と数値情報化

の促進が，防災的見地からの国土の把握と分

級評価にも大いに活用され，それが，国土の

保全や各種の防災対策に効果的に反映されて

ゆくことを強く願ってやまない。

なお，土地分類諸調査の成果は，経済企画

庁時代に実施したものを含めて国土庁土地局

国土調査課で保管し，一般閲覧用に常備して

いる。印刷成果は，国会図書館や各都道府県

の中央図書館のほか表３に示す機関でも常備

している。
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